
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
Ｌ
の
意
味
（
一
）

あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

本
稿
は
、
か
か
る
』

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

か
か
る
点
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
既
に
、
「
「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
）
ｌ
御
自
釈
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
真
宗
学
』
第
一
一
九
・
一
一
一
○
号
、

二
○
○
九
年
）
に
お
い
て
、
金
剛
心
に
つ
い
て
、
以
下
の
こ
と
を
論
じ
た
。

す
な
わ
ち
、
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
（
以
下
、
『
教
行
信
証
』
と
略
す
）
に
お
い
て
、
「
金
剛
」
「
金
剛
心
」
と
い
う
表
現
は
約

（
１
）
（
２
）

二
十
九
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
他
の
和
語
・
漢
語
の
著
作
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
五
十
三
箇
所
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
そ
の

（
３
）

中
に
は
、
例
え
ば
『
末
灯
紗
』
第
十
八
通
に
、
「
弥
陀
他
力
の
回
向
の
誓
願
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
真
実
の
信
、
心
を
た
ま
は
り
て
よ

ろ
こ
ぶ
こ
こ
ろ
の
定
ま
る
と
き
、
摂
取
し
て
捨
て
ら
れ
ま
ゐ
ら
せ
ざ
る
ゆ
ゑ
に
、
金
剛
心
に
な
る
と
き
を
正
定
緊
の
位
に
住
す
」
と
記

さ
れ
る
よ
う
に
、
獲
信
者
の
心
が
「
金
剛
心
に
な
る
」
と
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
衆
生
に
お
い
て
「
金
剛
」
を
語
る

際
に
、
如
来
回
向
の
金
剛
心
を
受
け
る
と
い
う
表
現
に
な
る
。
そ
れ
よ
り
、
金
剛
の
真
心
は
弥
陀
の
真
実
心
を
指
す
と
領
解
す
べ
き
で

ｌ
引
文
を
中
心
に
Ｉ

玉
木
興九

慈



ま
ず
、
手
元
に
あ
る
辞
書
類
に
、
金
剛
・
金
剛
心
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
を
う
か
が
お
う
。
『
仏
教
学
辞
典
』

（
４
）

の
「
金
剛
心
」
の
項
目
に
は
、
「
多
く
は
金
剛
噛
定
を
指
す
。
浄
土
教
で
は
弥
陀
の
本
願
を
堅
く
信
じ
る
、
心
を
い
う
。
」
と
説
明
さ
れ
、

（
５
）

岩
波
『
仏
教
辞
典
』
「
金
剛
、
心
」
の
項
目
で
は
、
「
仏
教
で
は
、
堅
固
で
破
壊
さ
れ
な
い
こ
と
を
金
剛
石
に
た
と
え
る
こ
と
が
多
く
、
金

剛
心
も
菩
薩
の
心
を
堅
固
不
壊
の
金
剛
石
に
た
と
え
て
い
っ
た
も
の
。
天
台
教
学
で
は
、
菩
薩
と
し
て
の
最
後
・
最
高
の
位
で
あ
る
等

覚
の
位
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
浄
土
真
宗
で
は
、
他
力
真
実
の
信
心
の
こ
と
を
い
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
堅
固
で
破
壊
さ

れ
な
い
心
と
い
う
原
義
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
「
金
剛
職
定
」
の
項
目
に
は
、
「
（
略
）
能
く
す
べ
て
の
煩
悩
を
打
ち
砕

（
６
）

く
こ
と
を
職
え
て
金
剛
と
い
う
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
金
子
大
栄
・
大
原
性
実
・
星
野
一
冗
豊
『
真
宗
新
辞
典
』
で
は
、
「
金
剛
の
よ
う
に

堅
固
な
心
。
他
力
の
真
実
信
心
を
い
う
。
：
：
：
仏
教
一
般
で
は
、
金
剛
心
と
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
が
そ
れ
ぞ
れ
の
修
行
を
ま
さ
に
完

成
し
よ
う
と
し
て
最
後
の
煩
悩
を
断
ず
る
段
階
の
金
剛
職
定
の
心
を
指
す
。
」
と
あ
る
。
詳
し
い
説
明
と
し
て
、
岡
村
周
薩
『
真
宗
大

（
７
）

辞
典
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

一
一

二
九
四

一
は
、
菩
薩
の
大
心
が
堅
固
に
し
て
破
壊
す
る
こ
と
な
き
を
金
剛
に
職
え
て
金
剛
心
と
い
う
。
（
中
略
）
一
一
は
、
等
覚
位
の
菩
薩

の
最
後
心
を
金
剛
心
と
い
う
。
（
中
略
）
三
に
、
阿
弥
陀
如
来
回
向
の
信
心
即
ち
他
力
信
心
を
金
剛
心
と
い
う
。

そ
し
て
、
第
三
に
つ
い
て
「
古
説
に
職
金
剛
と
法
金
剛
と
の
一
一
を
分
っ
て
、
職
金
剛
は
散
善
義
及
び
信
巻
に
云
ふ
が
如
き
で
あ
る
。
法

金
剛
は
観
経
定
善
義
に
『
金
剛
と
は
無
漏
の
体
な
り
』
と
言
ひ
、
法
事
讃
に
『
究
寛
解
脱
金
剛
身
』
と
言
ふ
は
無
漏
法
を
直
ち
に
金
剛

と
称
え
た
者
に
し
て
是
れ
は
職
へ
で
は
な
い
、
法
を
直
ち
に
金
剛
と
名
け
た
の
で
あ
る
か
ら
法
金
剛
と
す
る
」
と
詳
説
さ
れ
る
。



円
融
至
徳
の
嘉
号
は
悪
を
転
じ
て
徳
を
成
す
正
智
、
難
信
金
剛
の
信
楽
は
疑
を
除
き
証
を
獲
し
む
る
真
理
な
り
と
。

（
９
）

２
．
「
行
巻
」
六
字
釈

（
皿
）

３
．
「
行
巻
」
二
教
二
機
対

（
皿
）

５
．
「
信
巻
」
別
序

賎
対
、
明

つ
つ
く
、
し
。

４
．
「
行
巻
」

光
明
・
名
号
因
縁
を
顕
す
。
本
願
の
大
智
海
に
開
入
す
れ
ば
、
行
者
ま
さ
し
く
金
剛
心
を
受
け
し
め
、
慶
喜
の
一
念
相
応
し
て
の
ち
、

章
提
と
等
し
く
三
忍
を
獲
、
す
な
は
ち
法
性
の
常
楽
を
証
せ
し
む
と
い
へ
り
。

必
得
往
生
と
い
ふ
は
、
不
退
の
位
に
至
る
こ
と
を
獲
る
こ
と
を
彰
す
な
り
。
『
経
』
に
は
「
即
得
」
と
い
へ
り
、
釈
に
は
「
必
定
」

と
い
へ
り
。
「
即
」
の
言
は
願
力
を
聞
く
に
よ
り
て
報
土
の
真
因
決
定
す
る
時
勉
の
極
促
を
光
閏
す
る
な
り
。
「
必
」
の
言
は
［
審
な

り
、
然
な
り
、
分
極
な
り
、
］
金
剛
心
成
就
の
貌
な
り
。

所
を
、
煩
を

（
８
）

１
．
「
総
序
」

ま
た
機
に
つ
い
て
対
論
す
る
に
、
信
疑
対
、
善
悪
対
、
正
邪
対
、
是
非
対
、
実
虚
対
、
真
偽
対
、
浄
機
対
、
利
鈍
対
、
著
促
対
、

賎
対
、
明
闇
対
あ
り
。
こ
の
義
か
く
の
ご
と
し
。
し
か
る
に
一
乗
海
の
機
を
案
ず
る
に
、
金
剛
の
信
心
は
絶
対
不
二
の
機
な
り
、

「
金
剛
心
」
に
類
す
る
表
現
と
し
て
、
「
金
剛
真
心
」
「
金
剛
信
心
」
「
金
剛
志
」
な
ど
が
あ
る
が
、
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
使
用
箇

些
、
煩
を
厭
わ
ず
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

（
、
）

正
信
偶

一
一
一

二
九
五

知豪



つ
つ
し
ん
で
往
相
の
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
信
あ
り
。
大
信
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
長
生
不
死
の
神
方
、
欣
浄
厭
稔
の
妙
術
、
選
択
回

向
の
直
心
、
利
他
深
広
の
信
楽
、
金
剛
不
壊
の
真
心
、
易
往
無
人
の
浄
信
、
心
光
摂
護
の
一
心
、
希
有
最
勝
の
大
信
、
世
間
難
信
の

捷
径
、
証
大
浬
渠
の
真
因
、
極
速
円
融
の
白
道
、
真
如
一
実
の
信
海
な
り
。

（
ｕ
）
（
巧
）

７
．
「
信
巻
」
大
信
釈
回
向
発
願
心
釈
『
観
経
四
帖
疏
』
引
文
、
一
二
一
問
答
欲
生
釈
『
観
経
四
帖
疏
』
引
文

こ
の
心
深
く
信
ぜ
る
こ
と
金
剛
の
ご
と
く
な
る
に
よ
っ
て
、
一
切
の
異
見
・
異
学
・
別
解
・
別
行
の
人
等
の
た
め
に
動
乱
破
壊
せ
ら

（
咽
）

６
．
「
信
巻
」
大
信
釈

そ
れ
お
も
ん
み
れ
ば
、
信
楽
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
如
来
選
択
の
願
心
よ
り
発
起
す
。
真
心
を
開
閏
す
る
こ
と
は
、
大
聖
（
釈
尊
）

誇
哀
の
善
巧
よ
り
顕
彰
せ
り
。
し
か
る
に
末
代
の
道
俗
、
近
世
の
宗
師
、
自
性
唯
心
に
沈
み
て
浄
土
の
真
証
を
庭
す
、
定
散
の
自
心

に
迷
ひ
て
金
剛
の
真
信
に
昏
し
。

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

Ｌ
の
た
ま
は
く
、
〈
た
と
へ
ぱ
人
あ
り
て
不
可
壊
の
薬
を
得
れ
ば
、
一
切
の
怨
敵

た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
菩
提
心
不
可
壊
の
法
薬
を
得
れ
ば
、
一
切
の
煩
悩
、

・
た
と
へ
ぱ
人
あ
り
て
住
水
宝
珠
を
得
て
、
そ
の
身
に
理
路
と
す
れ
ば
、
深
き

住
水
宝
珠
を
得
れ
ば
、
生
死
海
に
入
り
て
沈
没
せ
ず
。
た
と
へ
ば
金
剛
は
百
千

き
が
ご
と
し
。
菩
提
の
心
も
ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
無
量
劫
に
お
い
て
生

断
滅
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
ま
た
損
減
な
し
〉
」
と
。

二
九
六

れ
ず
。

（
略
）

８
．
「
信
巻
」
大
信
釈
『
往
生
要
集
』
引
文

『
往
生
要
集
』
（
上
）
に
い
は
く
、
「
〈
入
法
界
品
〉
に
の
た
ま
は
く
、
〈
た
と
へ
ぱ
人
あ
り
て
不
可
壊
の
薬
を
桓

そ
の
便
り
を
得
ざ
る
が
ご
と
し
。
菩
薩
摩
詞
薩
も
ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
菩
提
心
不
可
壊
の
法
薬
を
得
』

諸
魔
怨
敵
、
壊
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
た
と
へ
ぱ
人
あ
り
て
住
水
宝
珠
を
得
て
、
そ
の
身
に
燕

水
中
に
入
り
て
没
溺
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
菩
提
心
の
住
水
宝
珠
を
得
れ
ば
、
生
死
海
に
入
り
て
沈
没
せ
ず
。
坐

劫
に
お
い
て
水
中
に
処
し
て
欄
壊
し
、
ま
た
異
変
な
き
が
ご
と
し
。
菩
提
の
心
も
ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。

死
の
な
か
、
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
の
業
に
処
す
る
に
、
断
滅
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
ま
た
損
減
な
し
〉
」
と
。

（
Ⅳ
）

９
．
「
信
巻
」
一
二
一
問
答
欲
生
釈
一
一
河
書
合
釈



『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
二

ん
」
と
。

皿
．
「
信
巻
」
三

ま
た
い
は
く

昭
．
「
信
巻
」
三

の
信
心
と
名
づ
く
。

Ⅲ
．
「
信
巻
」
菩
提
心

ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
至
心
・
信
楽
・
欲
生
、
そ
の
言
異
な
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
意
こ
れ
－
つ
な
り
。
な
に
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、

三
心
す
で
に
疑
蓋
雑
は
る
こ
と
な
し
、
ゆ
ゑ
に
真
実
の
一
心
な
り
。
こ
れ
を
金
剛
の
真
心
と
名
づ
く
。
金
剛
の
真
心
、
こ
れ
を
真
実

と
０

一
一
河
の
警
職
の
な
か
に
…
…
「
能
生
清
浄
願
心
」
と
い
ふ
は
、
金
剛
の
真
心
を
獲
得
す
る
な
り
。
本
願
力
の
回
向
の
大
信
心
海
な
る

が
ゆ
ゑ
に
、
破
壊
す
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
を
金
剛
の
ご
と
し
と
職
ふ
る
な
り
。

（
肥
）

Ⅲ
．
「
信
巻
」
一
二
一
問
答
欲
生
釈
『
観
経
四
帖
疏
』
引
文

『
観
経
義
』
（
玄
義
分
）
に
、
「
道
俗
時
衆
等
、
お
の
お
の
無
上
の
心
を
発
せ
ど
も
、
生
死
は
な
は
だ
厭
ひ
が
た
く
、
仏
法
ま
た
欣
ひ

が
た
し
。
と
も
に
金
剛
の
志
を
発
し
て
、
横
に
四
流
を
超
断
せ
よ
。
ま
さ
し
く
金
剛
心
を
受
け
て
、
一
念
に
相
応
し
て
の
ち
、
果
、

浬
桑
を
得
ん
ひ
と
」
と
い
へ
り
。

（
岨
）

Ⅱ
．
「
信
巻
」
一
二
一
問
答
欲
生
釈
『
観
経
四
帖
疏
』
引
文

ま
た
い
は
く
（
序
分
義
）
、
「
真
心
徹
到
し
て
苦
の
裟
婆
を
厭
ひ
、
楽
の
無
為
を
欣
ひ
て
、
永
く
常
楽
に
帰
す
べ
し
。
た
だ
し
無
為
の

境
、
軽
爾
と
し
て
す
な
は
ち
階
ふ
く
か
ら
ず
、
苦
悩
の
裟
婆
刺
然
と
し
て
離
る
る
こ
と
を
得
る
に
由
な
し
。
金
剛
の
志
を
発
す
に
あ

ら
ず
よ
り
は
、
永
く
生
死
の
元
を
絶
た
ん
や
。
も
し
親
り
慈
尊
に
従
ひ
た
て
ま
つ
ら
ず
は
、
な
ん
ぞ
よ
く
こ
の
長
き
歎
き
を
勉
れ

（
犯
）

菩
提
、
心
釈

（
定
善
義
）
、
｜

（
虹
）

一
問
答
結
一
ホ

（
別
）

一
問
答
欲
生
釈
『
観
経
四
帖
疏
』
引
文

一
定
善
義
）
、
「
金
剛
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
無
漏
の
体
な
り
」
と
。

二
九
七



真
の
仏
弟
子
と
い
ふ
は
、
真
の
言
は
偽
に
対
し
仮
に
対
す
る
な
り
。
弟
子
と
は
釈
迦
諸
仏
の
弟
子
な
り
、
金
剛
心
の
行
人
な
り
。
こ

の
信
行
に
よ
り
て
か
な
ら
ず
大
浬
渠
を
超
証
す
べ
き
が
ゆ
ゑ
に
、
真
の
仏
弟
子
と
い
ふ
。

Ⅳ
．
「
信
巻
」
三
一
問
答
一
一
一
信

三
心
す
な
は
ち
一
心
な
り
、

（
妬
）

肥
．
「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈

真
実
信
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
金
剛
心
な
り
。
金
剛
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
願
作
仏
心
な
り
。
願
作
仏
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
度
衆
生
心
な

り
。
度
衆
生
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
衆
生
を
摂
取
し
て
安
楽
浄
土
に
生
ぜ
し
む
る
心
な
り
。
こ
の
心
す
な
は
ち
こ
れ
大
菩
提
心
な
り
。

（
妬
）

Ⅳ
．
「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
一
二
信
結
釈

三
心
す
な
は
ち
一
心
な
り
、
一
心
す
な
は
ち
金
剛
真
心
の
義
、
答
へ
を
は
ん
い
、
知
る
べ
し
と
。

る
の
言
な
り
。
「
一
念
」

報
土
の
真
因
な
り
。
金
剛

（
型
）

肥
．
「
信
巻
」
信
一
念
転
釈

（
羽
）

咽
．
「
信
巻
」
現
生
十
益

「
間
」
と
い
ふ
は
、
窪

（
”
）

岨
．
「
信
巻
」
便
同
弥
勅
釈

「
間
」
と
い
ふ
は
、
衆
生
、
仏
願
の
生
起
本
末
を
間
き
て
疑
心
あ
る
こ
と
な
し
、
こ
れ
を
間
と
い
ふ
な
り
。
「
信
心
」
と
い
ふ
は
、

す
な
は
ち
本
願
力
回
向
の
信
心
な
り
。
「
歓
喜
」
と
い
ふ
は
、
身
心
の
悦
予
を
形
す
の
貌
な
り
。
「
乃
至
」
と
い
ふ
は
、
多
少
を
摂
す

る
の
言
な
り
。
「
一
念
」
と
い
ふ
は
、
信
心
一
一
心
な
き
が
ゆ
ゑ
に
一
念
と
い
ふ
。
こ
れ
を
一
心
と
名
づ
く
。
一
心
は
す
な
は
ち
清
浄

報
土
の
真
因
な
り
。
金
剛
の
真
心
を
獲
得
す
れ
ば
、
横
に
五
趣
八
難
の
道
を
超
え
、
か
な
ら
ず
現
生
に
十
種
の
益
を
獲
。

し
か
る
に
菩
提
心
に
つ
い
て
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
竪
、
一
一
つ
に
は
横
な
り
。
ま
た
竪
に
つ
い
て
ま
た
一
一
種
あ
り
。
一
つ
に
は
竪
超
、

二
つ
に
は
竪
出
な
り
。
竪
超
・
竪
出
は
権
実
・
顕
密
・
大
小
の
教
に
明
か
せ
り
。
歴
劫
迂
回
の
菩
提
心
、
自
力
の
金
剛
心
、
菩
薩
の

大
心
な
り
。
．
：
．
：
横
超
と
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
願
力
回
向
の
信
楽
、
こ
れ
を
願
作
仏
心
と
い
ふ
。
願
作
仏
心
す
な
は
ち
こ
れ
横
の
大

菩
提
心
な
り
。
こ
れ
を
横
超
の
金
剛
心
と
名
づ
く
る
な
り
。

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
二

二
九
八



『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

難
化
の
三
機
、
難
治
の
三
病
は
、
大
悲
の
弘
誓
を
侭
み
、
利
他
の
信
海
に
帰
す
れ
ば
、
こ
れ
を
瀞
哀
し
て
治
す
、
こ
れ
を
憐
偶
し
て

療
し
た
ま
ふ
。
た
と
へ
ば
醍
醐
の
妙
薬
の
、
一
切
の
病
を
療
す
る
が
ご
と
し
。
濁
世
の
庶
類
、
稜
悪
の
群
生
、
金
剛
不
壊
の
真
心
を

求
念
す
べ
し
。
本
願
醍
醐
の
妙
薬
を
執
持
す
べ
き
な
り
と
、
知
る
べ
し
。

（
釦
）

皿
．
「
真
仏
土
巻
」
『
浬
渠
経
』
引
文

如
来
の
身
は
金
剛
に
し
て
壊
な
し
。
煩
悩
の
身
、
無
常
の
身
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
大
楽
と
名
づ
く
。
大
楽
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
大

る
こ
と
な
け
ん
。

肌
．
「
信
巻
」
逆
誇

弥
勅
大
士
は
等
覚
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
竜
華
三
会
の
暁
、
ま
さ
に
無
上
覚
位
を
極
む
く
し
。
念
仏
の
衆
生
は
横
超
の
金

剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
臨
終
一
念
の
夕
べ
、
大
般
浬
渠
を
超
証
す
。
ゆ
ゑ
に
便
同
と
い
ふ
な
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
金
剛
心
を

獲
る
も
の
は
、
す
な
は
ち
章
提
と
等
し
く
、
す
な
は
ち
喜
・
悟
・
信
の
忍
を
獲
得
す
べ
し
。
こ
れ
す
な
は
ち
往
相
回
向
の
真
心
徹
到

す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
不
可
思
議
の
本
誓
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

（
羽
）

別
．
「
信
巻
」
逆
誇
摂
取
釈
『
浬
渠
経
』
引
文

こ
れ
仏
世
尊
な
り
。
金
剛
智
ま
し
ま
し
て
、
よ
く
衆
生
の
一
切
悪
罪
を
破
せ
し
む
る
こ
と
、
も
し
あ
た
は
ず
と
い
は
ば
、
こ
の
処
あ

浬
桑
と
名
づ
く
」

羽
．
「
化
身
士
巻
」

こ
こ
を
も
っ
て

就
の
報
土
な
り
。

別
．
「
化
身
土
巻
」

（
羽
）

逆
誇
摂
取
釈

（
皿
）

一
二
経
隠
顕
釈

『
経
』
（
観
経
）
に
は
、
「
教
我
観
於
清
浄
業
処
」
と
い
へ
り
。
「
清
浄
業
処
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
本
願
成

「
教
我
思
惟
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
方
便
な
り
。
「
教
我
正
受
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
金
剛
の
真
心
な
り
。

（
犯
）

一
二
経
隠
顕
釈

、
シ
」
０

二
九
九



ま
た
こ
の
『
経
』
（
観
経
）
に
真
実
あ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
金
剛
の
真
心
を
開
き
て
、
摂
取
不
捨
を
顕
さ
ん
と
欲
す
。
し
か
れ
ば
濁

世
能
化
の
釈
迦
善
逝
、
至
心
信
楽
の
願
心
を
宣
説
し
た
ま
ふ
。
報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
す
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
こ
こ
を
も
っ
て

『
大
経
』
に
は
「
信
楽
」
と
の
た
ま
へ
り
、
如
来
の
誓
願
、
疑
蓋
雑
は
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
信
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。

（
羽
）

妬
．
「
化
身
土
巻
」
一
二
経
隠
顕
釈

い
ま
三
経
を
案
ず
る
に
、
み
な
も
っ
て
金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り
。
真
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
大
信
心
な
り
。
大
信
心
は
希
有
・
最

勝
・
真
妙
・
清
浄
な
り
。

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

三
○
○

一
瞥
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
「
金
剛
」
に
類
す
る
語
が
現
れ
る
の
は
御
自
釈
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
。
『
教

行
信
証
』
は
文
類
の
形
式
か
ら
、
御
自
釈
に
比
し
て
引
文
の
分
量
が
圧
倒
的
に
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引
文
に
お
い
て
は
金
剛
は

ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

今
、
引
文
を
見
る
と
、
８
は
『
往
生
要
集
』
、
別
・
皿
は
『
浬
渠
経
』
、
７
．
ｍ
・
Ⅱ
・
皿
は
『
観
経
四
帖
疏
』
か
ら
の
引
文
で
あ
る
。

別
・
皿
の
『
浬
渠
経
』
引
文
に
見
ら
れ
る
金
剛
は
、
「
こ
れ
仏
世
尊
な
り
。
金
剛
智
ま
し
ま
し
て
、
よ
く
衆
生
の
一
切
悪
罪
を
破
せ
し

む
る
」
「
如
来
の
身
は
金
剛
に
し
て
壊
な
し
」
と
あ
り
、
共
に
、
仏
の
身
・
智
慧
を
指
し
て
金
剛
と
表
さ
れ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、

仏
の
金
剛
が
衆
生
の
一
切
の
罪
悪
を
破
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
金
剛
は
壊
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

８
の
『
往
生
要
集
』
引
文
は
、
大
信
釈
と
三
一
問
答
の
間
に
位
置
す
る
引
文
で
あ
る
。
か
っ
て
「
信
巻
」
の
構
造
に
つ
い
て
、
大
信

（
鈍
）

釈
・
一
二
一
問
答
は
弥
陀
の
真
実
と
衆
生
の
不
実
が
明
か
さ
れ
る
と
論
じ
た
が
、
こ
の
引
文
に
お
け
る
菩
提
心
・
金
剛
心
も
ま
さ
に
、
弥

陀
の
真
実
心
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
菩
提
心
不
可
壊
の
法
薬
を
得
れ
ば
、
如
何
な
る
煩
悩
も
壊
す
こ
と
が
で
き
ず
、
菩
提
心
と
い
う
住

水
宝
珠
は
生
死
の
迷
い
の
海
に
於
い
て
も
沈
没
す
る
こ
と
は
な
く
、
金
剛
は
百
千
劫
の
間
、
水
中
に
置
か
れ
て
も
壊
れ
た
り
異
変
が
な



な
す
べ
し
。

（
弱
）

い
と
い
う
。
こ
の
理
解
は
一
二
一
問
答
に
お
け
る
疑
蓋
の
理
解
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
か
っ
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
一
一

一
問
答
に
お
け
る
疑
蓋
の
語
は
、
本
願
を
疑
う
心
で
は
な
く
、
五
蓋
の
一
つ
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
疑
蓋
無
雑
と
は
、
弥
陀

の
本
願
を
晴
れ
晴
れ
と
信
じ
る
衆
生
の
心
で
は
な
く
、
衆
生
の
煩
悩
を
雑
え
ず
真
実
で
あ
る
弥
陀
の
心
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
こ
の
『
往
生
要
集
』
引
文
に
見
る
菩
提
心
・
金
剛
と
は
、
衆
生
の
煩
悩
の
生
死
海
に
お
い
て
、
無
限
に
壊
れ
る
こ
と
の
な

い
弥
陀
の
真
実
心
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

と
読
ま
れ
る
に
対
し
、
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
で
は
、

回
向
発
願
し
て
生
ず
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
決
定
し
て
真
実
心
の
う
ち
に
回
向
し
た
ま
へ
る
願
を
須
ゐ
て
得
生
の
想
を
な
せ
。

（
師
）

と
読
ま
れ
る
。
同
様
の
読
替
は
至
誠
、
心
に
就
い
て
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
観
経
疏
』
で
は
、

一
切
衆
生
の
身
口
意
業
所
修
の
解
行
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
真
実
心
の
う
ち
に
な
す
べ
き
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
。
．
…
：
不

善
の
三
業
は
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
真
実
心
の
う
ち
に
捨
つ
く
し
。
ま
た
も
し
善
の
一
一
一
業
を
起
さ
ば
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く

（
妬
）

『
観
経
疏
』
で
は
、

『
観
経
四
帖
疏
』
の
引
文
に
つ
い
て
は
、
大
信
釈
中
廻
向
発
願
心
釈
所
引
の
文
は
欲
生
釈
に
重
ね
て
引
か
れ
て
お
り
、
四
つ
の
引
文

が
全
て
欲
生
釈
に
お
い
て
引
文
さ
れ
る
（
７
．
ｍ
．
Ⅱ
．
Ⅲ
）
。

ま
ず
、
大
信
釈
と
欲
生
釈
に
重
ね
て
引
か
れ
る
文
（
７
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
観
経
疏
』
の
原
意
と
親
鴬
の
引
意
の
相
違
が
あ
る
。

ま
た
回
向
発
願
し
て
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
決
定
真
実
心
の
う
ち
に
回
向
し
願
じ
て
、
得
生
の
想
を

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
二

四

○



真
実
心
の
う
ち
に
な
す
べ
し
。

と
読
ま
れ
る
に
対
し
、
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
で
は
、

一
切
衆
生
の
身
口
意
業
の
所
修
の
解
行
、
か
な
ら
ず
真
実
心
の
う
ち
に
な
し
た
ま
へ
る
を
須
ゐ
ん
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
ふ
。

：
…
・
不
善
の
三
業
は
か
な
ら
ず
真
実
心
の
う
ち
に
捨
て
た
ま
へ
る
を
須
ゐ
よ
・
ま
た
も
し
善
の
一
一
一
業
を
起
さ
ば
、
か
な
ら
ず
真
実

心
の
う
ち
に
な
し
た
ま
ひ
し
を
須
ゐ
て
、
内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
、
み
な
真
実
を
須
ゐ
る
が
ゆ
ゑ
に
至
誠
心
と
名
づ
く
。

と
訓
じ
ら
れ
る
。
至
誠
心
・
廻
向
発
願
心
共
に
、
『
観
経
疏
』
の
原
意
で
は
浄
土
往
生
を
願
う
行
者
の
心
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、

親
費
は
そ
れ
ら
を
弥
陀
の
真
実
心
と
し
て
理
解
す
べ
く
、
織
密
な
読
替
を
施
し
て
い
る
。
『
観
経
』
の
至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心

（
犯
）

（
詔
）

の
内
、
深
、
心
に
つ
い
て
は
、
読
替
だ
け
で
は
な
く
、
原
文
を
裁
断
し
、
乃
至
の
箇
所
を
「
化
身
士
巻
」
に
引
文
さ
れ
る
。
「
信
巻
」
で

の
内
、
深
心
に
つ
い
て
は
、
一

乃
至
さ
れ
た
文
は
次
で
あ
る
。

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

○
二

ま
た
深
心
の
深
信
と
は
、
決
定
し
て
自
心
を
建
立
し
て
、
教
に
順
じ
て
修
行
し
、
永
く
疑
錯
を
除
き
て
、
一
切
の
別
解
・
別
行
・

異
学
・
異
見
・
異
執
の
た
め
に
退
失
傾
動
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
と
。

こ
れ
は
、
「
自
心
を
建
立
し
て
」
が
大
信
で
は
な
く
、
自
力
の
信
で
あ
る
か
ら
、
「
信
巻
」
で
は
な
く
「
化
身
土
巻
」
に
引
文
さ
れ
る

（
㈹
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
尤
も
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
理
由
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
一
切
の
別

解
・
別
行
・
異
学
・
異
見
・
異
執
の
た
め
に
、
退
失
し
傾
動
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
」
（
傍
点
引
用
者
）
の
文
意
が
深
心
の
釈
に
は
不
適
当

だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
本
願
他
力
の
教
え
と
異
な
る
ど
の
よ
う
な
も
の
に
も
、
退
か
さ
れ
た
り
動
揺
さ
せ
ら
れ
た
り
し
な
い
」

と
い
う
心
を
、
至
心
釈
・
廻
向
発
願
心
釈
に
比
し
て
、
行
者
の
心
と
も
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
深
信
の
釈
に
置
か
な
い
配
慮
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
、
廻
向
発
願
心
に
は
、
「
回
向
発
願
し
て
生
ず
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
決
定
し
て
真
実
心
の
う
ち
に
回
向

し
た
ま
へ
る
願
を
須
ゐ
て
得
生
の
想
を
な
せ
。
こ
の
心
、
深
信
せ
る
こ
と
金
剛
の
ご
と
く
な
る
に
よ
り
て
、
一
切
の
異
見
・
異
学
・
別



剛
は
清
浄
に
釈
す
。
如
来
無
漏
清
浄
心
。
貧
腹
煩
悩
の
為
に
染
汚
せ
ら
れ
ず
。

ず
。
…
…
弥
陀
無
漏
清
浄
心
の
回
向
す
る
所
な
る
が
故
に
、
金
剛
心
と
名
く
。

次
に
、

（
い
）

が
お
う
。

善
譲
遍

（
“
）

義
山
『
摘
解
巻
一
二
』

（
“
）

興
隆
『
徴
決
巻
十
』

金
剛
は
清
浄
』

れ
ず
。
…
…
岸。

応
じ
て
書
に
坐

応
じ
て
書
に
就
て
釈（

妬
一

石
泉
『
随
間
記
巻
二
十
六

（
狸
）

『
敬
信
記
巻
十
一
』

金
剛
志
に
就
て
、
先
っ
金
剛
を
釈
す
↓

剛
と
は
世
間
の
事
物
。
：
．
…
法
金
剛
‐

…
…
此
定
善
義
の
文
は
法
金
剛
な
り
。

仏
智
の
こ
と
に
し
て
、
職
へ
に
非
ず
，

上
の
自
釈
に
自
体
に
約
し
、
引
文
の
中
の
初
の
二
文
は
力
用
に
約
す
、
以
上
は
職
金
剛
の
義
に
依
る
、
後
の
一
文
は
是
れ
法
金
剛

に
し
て
、
三
義
自
ら
具
す
。

解
・
別
行
の
人
等
の
た
め
に
動
乱
破
壊
せ
ら
れ
ず
。
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
記
さ
れ
、
動
乱
破
壊
さ
れ
な
い
心
が
説
か
れ
る
が
、
先
述
の

如
く
、
廻
向
発
願
心
は
『
観
経
疏
』
か
ら
の
読
替
に
よ
っ
て
、
行
者
の
心
で
は
な
く
、
弥
陀
の
心
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
『
観
経
疏
』
か
ら
大
信
釈
に
引
か
れ
る
文
中
の
金
剛
は
弥
陀
の
心
を
指
す
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
「
序
分
義
」
「
定
善
義
」
「
玄
義
分
」
か
ら
連
引
さ
れ
る
文
（
皿
。
Ⅱ
。
Ⅲ
）
に
つ
い
て
、
所
謂
講
録
の
所
説
を
簡
単
に
う
か

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

先
っ
金
剛
を
釈
す
る
に
、
此
に
二
あ
り
。
一
に
法
金
剛
。
二
に
職
金
剛
。
そ
の
法
金
剛
と
は
仏
智
な
り
。
職
金

物
。
：
．
…
法
金
剛
と
は
仏
智
。
そ
の
仏
智
が
常
住
不
変
に
し
て
、
自
体
堅
固
。
仏
智
に
は
能
断
の
力
用
あ
り
。

文
は
法
金
剛
な
り
。
無
漏
と
は
煩
悩
の
な
き
こ
と
。
そ
の
物
体
は
即
ち
弥
陀
の
四
智
な
り
。
：
．
…
是
の
金
剛
は

て
、
職
へ
に
非
ず
と
知
ら
令
め
給
ふ
が
故
に
、
法
金
剛
な
り
と
云
ふ
。

Ｌ－す
・
今
定
善
義
を
引
き
て
法
の
為
に
釈
す
。

…
…
此
の
心
金
剛
の
如
く
、
煩
悩
の
為
に
壊
さ

こ
の
釈
殊
に
理
実
を
示
す
。
上
散
善
義
の
文
に

○



（
妬
）

円
月
『
仰
信
録
巻
一
二
』

信
心
の
体
は
如
来
の
真
心
。
其
の
真
心
の
こ
と
を
金
剛
真
心
と
云
。
金
剛
と
云
へ
ば
、
仏
心
に
局
る
。
諸
経
に
金
剛
を
仏
智
に
職

る
こ
と
至
て
多
し
。
．
…
：
真
宗
亦
金
剛
を
仏
智
に
職
ふ
。
：
：
：
真
実
心
は
仏
の
金
剛
な
り
。
其
を
衆
生
へ
廻
向
し
振
向
る
願
な
り
。

其
れ
を
衆
生
が
受
取
る
と
、
此
心
深
信
由
若
金
剛
と
な
る
。
．
…
：
一
玄
義
分
。
一
一
序
分
義
。
一
一
一
散
善
義
。
此
金
剛
と
云
ふ
に
一
一
つ

あ
り
。
謂
く
法
と
職
と
な
り
。
法
金
剛
と
は
、
仏
智
を
指
す
な
り
。
職
金
剛
の
金
剛
は
、
世
間
の
事
物
見
聞
す
る
近
き
物
を
金
剛

と
名
け
る
な
り
。
．
：
：
．
法
金
剛
と
す
れ
ば
仏
智
に
て
遠
き
も
の
。
此
れ
知
り
難
き
法
な
り
。
其
難
知
な
る
法
金
剛
を
、
手
近
き
世

間
の
物
を
以
て
喰
顕
す
る
か
ら
、
法
職
の
二
金
剛
が
立
つ
な
り
。
今
所
引
の
一
一
一
文
。
初
の
一
一
文
は
職
な
り
。
次
上
の
釈
文
を
承
る

な
り
。
近
よ
り
遠
に
至
る
次
第
で
、
第
三
文
は
法
金
剛
を
出
す
な
り
。
職
金
剛
は
世
間
の
金
剛
。
法
金
剛
は
出
世
の
仏
智
な
り
。

：
：
：
定
善
義
で
は
金
剛
と
云
ふ
は
即
ち
仏
智
の
名
で
、
職
で
は
無
ひ
と
示
す
。
是
の
故
に
法
金
剛
の
名
な
り
。
法
金
剛
の
こ
と
、

今
少
し
委
く
弁
ず
べ
し
。
…
…
三
文
を
引
て
、
前
一
一
は
職
な
り
。
後
一
は
法
な
り
。

「
序
分
義
」
の
文
。
・
・
・
…
真
心
徹
到
と
は
、
仏
の
真
実
心
、
衆
生
の
心
中
に
徹
至
す
る
を
言
ふ
、
下
に
之
を
承
け
て
、
金
剛
志
と

云
ふ
な
り
。
：
．
：
．
「
無
漏
」
の
体
と
は
他
力
廻
向
の
信
心
な
る
が
故
に
、
之
を
無
漏
と
云
ひ
て
、
凡
夫
有
漏
の
心
に
非
ざ
る
こ
と

を
顕
す
な
り
。

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

三
○
四

こ
の
『
観
経
疏
』
か
ら
の
一
一
一
つ
の
引
文
は
、
三
一
問
答
結
釈
・
菩
提
心
釈
の
直
前
の
説
示
で
あ
る
。
菩
提
心
釈
は
、
種
々
論
じ
ら
れ
る

（
〃
）

よ
う
に
、
法
然
（
教
団
）
に
対
す
る
明
恵
の
批
判
・
非
難
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
菩
提
心
釈
の
直
前
に
置
か
れ
る
引
用
文
の
う
ち
、

定
善
義
の
引
文
は
、
親
賛
の
金
剛
に
つ
い
て
の
唯
一
の
定
義
と
も
い
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
引
文
が
御
自

釈
を
助
顕
・
補
顕
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
引
文
の
理
解
、
す
な
わ
ち
、
金
剛
を
仏
の
無
漏
の
体
と
示
す
理
解
は
重
要
な
説
示
と



金
剛
に
類
す
る
語
は
、
金
剛
台
・
金
剛
経
・
金
剛
身
な
ど
が
七
祖
聖
教
に
見
ら
れ
る
が
、
金
剛
心
の
語
は
『
観
経
疏
』
に
一
箇
所
見

ら
れ
る
の
み
で
、
他
の
七
祖
聖
教
に
は
な
い
。
明
恵
等
に
批
判
さ
れ
た
『
選
択
集
』
に
お
い
て
、
菩
提
心
の
語
は
三
十
五
件
使
用
さ
れ

る
が
、
金
剛
心
の
語
は
使
用
さ
れ
な
い
。
金
剛
の
語
も
、
わ
ず
か
に
、
『
金
剛
頂
経
』
・
金
剛
薩
唾
・
金
剛
界
塁
陀
羅
と
、
『
観
経
疏
』

（
妃
）

引
文
の
四
箇
所
の
み
で
あ
る
。
そ
の
金
剛
を
親
鴬
は
、
略
の
一
念
転
釈
や
、
そ
の
他
「
高
僧
和
讃
」
に
、

信
心
す
な
は
ち
一
心
な
り
一
心
す
な
は
ち
金
剛
心

金
剛
心
は
菩
提
心
こ
の
心
す
な
は
ち
他
力
な
り

（
⑬
）

と
記
す
。
金
剛
心
・
大
菩
提
、
心
と
転
釈
さ
れ
る
願
作
仏
心
・
度
衆
生
心
に
つ
い
て
は
、
次
の
和
讃
に
細
か
な
左
訓
が
付
せ
ら
れ
る
。

浄
土
の
大
菩
提
心
は
願
作
仏
心
を
す
す
め
し
む

す
な
は
ち
願
作
仏
心
を
度
衆
生
心
と
な
づ
け
た
り

度
衆
生
心
と
い
ふ
こ
と
は
弥
陀
智
願
の
回
向
な
り

回
向
の
信
楽
う
る
ひ
と
は
大
般
浬
渠
を
さ
と
る
な
り

こ
の
和
讃
に
お
い
て
、
浄
土
の
大
菩
提
心
に
は
「
よ
ろ
っ
の
し
ゆ
し
や
う
を
ほ
と
け
に
な
さ
む
と
お
も
ふ
こ
こ
ろ
な
り
」
、
願
作
仏

心
に
は
「
た
り
き
の
ぼ
た
い
し
ん
な
り
こ
く
ら
く
に
む
ま
れ
て
ほ
と
け
に
な
ら
む
と
ね
か
へ
と
す
す
め
た
ま
へ
る
こ
こ
ろ
な
り
」
、

願
作
仏
心
に
は
「
み
た
の
ひ
く
わ
ん
を
ふ
か
く
し
ん
し
て
ほ
と
け
に
な
ら
む
と
ね
か
ふ
こ
こ
ろ
を
ほ
た
い
し
む
と
ま
ふ
す
な
り
」
、
度

衆
生
心
に
は
「
よ
ろ
っ
の
う
し
や
う
を
ほ
と
け
に
な
さ
む
と
お
も
ふ
こ
こ
ろ
な
り
と
し
る
べ
し
」
「
た
り
き
の
ほ
た
い
し
む
と
ま
ふ
す

（
卵
）

な
り
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
付
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
願
作
仏
心
と
は
、
行
者
が
仏
に
作
ら
ん
と
願
う
、
心
と
理
解
さ
れ
る
が
、
左
訓
の

傍
点
部
に
は
、
「
仏
に
作
ら
ん
と
願
え
」
と
す
す
め
る
仏
の
心
と
受
け
と
め
た
親
鴬
の
意
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

三
○
五

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



註（
１
）
『
親
驚
聖
人
著
作
用
語
索
引
教
行
信
証
の
部
』
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
六
）
一
四
二
頁
。

（
２
）
『
親
鷲
聖
人
著
作
用
語
索
引
和
漢
撰
述
の
部
』
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
一
年
）
一
三
八
頁
。
浜
田
耕
生
氏
は
「
真
宗
と
金
剛
心
」

（
『
同
朋
大
学
論
叢
』
第
四
十
四
・
四
十
五
合
併
号
、
一
九
八
一
年
）
に
お
い
て
、
「
金
剛
」
と
い
う
言
葉
は
八
十
回
に
の
ぼ
る
ほ
ど
度
々

使
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
了
祥
の
『
正
信
念
仏
偶
間
書
』
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
十
二
義
に
分
類
す
る
。
ま
た
、
梯
責
目
『
教
行
信
証
信

の
巻
』
（
本
願
寺
出
版
社
、
二
○
○
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
煩
悩
を
断
ち
切
る
仏
智
を
金
剛
と
い
う
言
葉
で
表
す
場
合
は
「
法
金
剛
」
と
呼

び
、
信
心
の
堅
固
な
あ
り
さ
ま
を
金
剛
に
職
え
る
場
合
を
「
職
金
剛
」
と
い
わ
れ
る
。

（
３
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
六
八
四
頁
。

（
４
）
法
蔵
館
『
仏
教
学
辞
典
』
一
四
三
頁
。

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
二

五

○
六

以
上
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
法
然
の
『
選
択
集
』
に
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
金
剛
心
の
語
を
も
っ
て
、
菩
提
心
と
同
等
の
義
と
示

し
、
そ
れ
を
阿
弥
陀
仏
の
真
実
清
浄
無
漏
な
る
心
と
説
き
示
さ
ん
と
す
る
親
鴬
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
然
の
『
選
択
集
』
に
明
か
さ
れ
る
仏
教
・
専
修
念
仏
に
対
す
る
批
判
の
一
つ
が
菩
提
心
で
あ
る
が
、
よ
き
ひ
と
法
然
の
仰
せ
を
受

け
た
親
鴬
の
菩
提
心
理
解
が
、
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
の
菩
提
心
釈
で
あ
る
。
親
鷲
が
法
然
の
仏
教
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
顕
彰
・
論
証
の
プ
ロ
セ
ス
に
菩
提
心
の
語
を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
菩
提
心
と
同
義
で
あ
り
、
か
つ
『
選
択
集
』
に
お
い
て
一

度
も
使
用
さ
れ
な
い
金
剛
心
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
弥
陀
の
真
実
清
浄
無
漏
で
あ
る
金
剛
心
が
、
親
鴬
の
金
剛

心
理
解
の
基
底
に
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

紙
数
の
都
合
、
金
剛
心
の
御
自
釈
に
つ
い
て
は
他
稿
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。



岩
波
『
仏
教
辞
典
』

『
真
宗
新
辞
典
』
表

『
随
間
記
』
、
円
月
潟

『
真
宗
新
辞
典
』
六
一

『
真
聖
全
Ⅱ
』
一
頁
。

〆ーへ〆ーへ〆ー、〆ー、〆ーへ〆ーへ〆ー、〆ーへ〆ー、〆ーへ〆ー、〆ー、〆ー、〆ー、〆再へ〆ーへ〆ー、〆ーへ

２４２３２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７
、－〆、－〆、＝〆、＝〆、－〆、＝〆、－〆、－〆、一〆、一〆、－〆、－〆、－〆、－〆、－〆、－〆、－＝、－〆

（
５
）

（
６
）

『
真
聖
全
Ⅱ
』
七
二
頁
。
専
心
・
深
心
・
深
信
・
堅
固
深
信
・
決
定
心
・
無
上
上
心
・
真
心
・
相
続
心
・
淳
心
・
憶
念
・
真
実
の
一

心
・
大
慶
喜
心
・
真
実
信
心
・
金
剛
心
・
願
作
仏
心
・
度
衆
生
心
・
衆
生
を
摂
取
し
て
安
楽
浄
土
に
生
ぜ
し
む
る
心
・
大
菩
提
心
・
大
慈

悲
心
、
と
転
釈
さ
れ
る
。

（
妬
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
七
三
頁
。

司一司司司司ヨーヨ司司司司司司司

真真真真真真真真真真真真真 真真
聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖
全 全全全全全全全全全全全全全全
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
Ｌ 陰吟ｰしと陰ＬＬ些一ＬＬＬＬ

七 六六六六六六五六五四四四四二
二 九八八八八七八七四八七五一二

頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁 頁 頁 頁
○○ ○○○ＯＯＯＯＯ○○○○○

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

一
〈
』
三
五
一
頁
。

一
七
一
頁
。
こ
こ
に
い
う
「
古
説
」
と
は
、
下
に
挙
げ
る
善
譲
『
敬
信
記
』
、
義
山
『
摘
解
』
、
興
隆
『
徴
決
』
、
石
泉

『
仰
信
録
』
な
ど
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

六
三
三
頁
。

三
○
七



『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

三
○
八

元
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
七
五
頁
。
拙
稿
「
「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
『
安
楽
集
』
引
文
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
真
宗
学
』
第
一
一

八
号
、
二
○
○
八
年
）
、
「
「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
一
一
）
ｌ
御
自
釈
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
真
宗
学
』
第
一
一
九
・
一
二

○
号
、
二
○
○
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
〃
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
七
九
頁
。

（
邪
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
八
六
頁
。

（
聖
『
真
聖
全
Ⅱ
』
九
七
頁
。

（
別
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
一
二
六
頁
。

（
別
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
一
四
七
頁
。

（
聖
『
真
聖
全
Ⅱ
』
一
五
四
頁
。

（
銘
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
一
五
七
頁
。

（
弘
）
拙
稿
「
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
の
構
造
ｌ
親
鴬
の
仏
道
の
学
び
ｌ
」
『
真
宗
研
究
』
第
四
十
七
輯
、
二
○
○
三
年
。

（
妬
）
拙
稿
「
親
鷲
思
想
に
お
け
る
疑
蓋
の
意
味
」
『
真
宗
学
』
第
一
一
一
・
一
一
二
合
併
号
、
二
○
○
五
年
。

（
稲
）
『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
（
註
釈
版
）
』
（
以
下
、
『
註
釈
版
七
祖
篇
』
と
略
す
）
四
六
四
頁

（
訂
）
『
註
釈
版
七
祖
篇
』
四
四
五
頁

（
堅
『
観
経
疏
』
の
「
深
く
信
じ
て
行
ず
る
」
（
『
註
釈
版
七
祖
篇
』
四
五
八
頁
）
が
、
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
で
は
、
「
行
を
深
信
す
る
」

（
『
真
聖
全
Ⅱ
』
五
二
頁
）
と
読
ま
れ
る
。

弱
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
一
五
○
頁
。

（
伽
）
岡
亮
二
『
『
教
行
信
証
』
口
述
帥
講
信
の
巻
上
』
（
教
育
新
潮
社
、
一
九
九
七
年
）

（
４
）
僧
錯
『
一
滞
録
』
（
『
真
宗
叢
書
』
第
八
巻
）
、
智
逼
『
樹
心
録
巻
四
』
（
『
真
宗
全
書
』
第
三
十
六
巻
）
、
柔
遠
『
頂
戴
録
三
本
』
（
『
真
宗

叢
書
』
第
七
巻
）
、
玄
智
『
光
融
録
巻
十
八
』
（
『
真
宗
全
書
』
第
二
十
五
巻
）
な
ど
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
蛇
）
『
真
宗
全
書
』
第
三
十
一
巻
一
八
七
～
一
八
九
頁
。

（
蛤
）
『
真
宗
叢
書
』
第
八
巻
一
八
二
頁
。

（
“
）
『
真
宗
全
書
』
第
二
十
三
巻
六
三
～
六
六
頁
。

（
妬
）
『
真
宗
全
書
』
第
二
十
七
巻
四
四
二
～
四
五
○
頁
。



『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
味
（
一
）

三
○
九

（
妬
）
『
真
宗
叢
書
』
第
七
巻
三
六
二
頁
。

（
〃
）
高
田
未
明
「
親
鴬
菩
提
心
思
想
の
一
考
察
」
（
『
中
央
仏
教
学
院
紀
要
』
第
十
四
号
、
二
○
○
三
年
）
、
森
本
光
慈
「
親
鴬
聖
人
に
お
け

る
信
心
観
の
一
考
察
ｌ
金
剛
心
と
善
驚
事
件
を
通
し
て
ｌ
」
（
『
行
信
学
報
』
第
二
十
一
一
一
号
、
二
○
○
一
年
）
、
星
野
親
行
「
親
鷲
聖
人
の

菩
提
心
論
」
（
『
行
信
学
報
』
第
十
号
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
。

（
妃
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
五
○
三
頁
。

（
⑲
）
『
真
聖
全
Ⅱ
』
五
一
八
頁
。

（
別
）
浅
井
成
海
「
法
然
門
下
の
菩
提
心
観
（
三
）
ｌ
親
鴬
の
菩
提
心
観
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
『
真
宗
学
』
第
九
十
一
・
九
十
二
合
併
号
、
一

九
九
五
年
。
『
法
然
と
そ
の
門
弟
の
教
義
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
二
○
○
四
年
所
収
）
や
、
藤
間
哲
祐
「
親
鴬
の
菩
提
心
観
ｌ
浄
土
の
菩

提
心
ｌ
」
（
『
真
宗
教
学
研
究
』
第
二
十
七
号
、
二
○
○
六
年
）
、
星
野
親
行
前
掲
論
文
な
ど
に
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。


